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ptH＝（１u）p０ with probability q












































































（１u）p０ with probability q









































































で表わす。ここで，W＝wiの各値に対し x０，x１は独立かつ同一に分布（independently and identically
distributed）するものとする。
さて，結果W＝wiに関する主観的先験確率を ξ＝Pr（W＝w１），１ξ＝Pr（W＝w２）と特定化しよう。
































































































































































































































さて，状態変数 ξ，残存決定期日 t＝０，１，……の下での最大期待収益 Vt（ξ）を定義し，t＝０にお
いて，すべての ξに対し V０（ξ）＝０と仮定すれば，t＝１，２，…に対し遷移性（recursiveness）をもつ
Vt（ξ）（t＝１，２，…）が














V w（０）０＞V a（０）＝θ２R１（１	θ２）R２	C （３１）
V w（１）＝β［θ１R１（１	θ１）R０	C］＜V a（１）＝θ１R１（１	θ１）R０	C （３２）
























































ここで，最適労働投入量 L t＊＝L t＊（pt，w，Τ）を営業利潤函数（（３６）式）に代入すれば，一定の pt，w，




















V（p）＝max {Π＊（p） １１ρE［V（p′）｜p］} （４１）
と書き改められる。
さて，各期間の時間間隔を Δt とし，Δt→０とすれば時間は連続となり，間隔 Δt にまたがる利潤



























































率 μで増加するが，そこに危険調整済み割引率 αを適用すれば，収益の割引現在価値は p/（μα）
＝p/δで表わされる９）。しかるに，wは時間を通じて一定であるから，その現在価値は，安全利子

















































































































































（event）と呼び無限小の時間間隔 dt におけるそのジャンプの平均到来率（mean arrival rate）を λ































の高次項は dt よりも速くゼロに収束する。したがって，xは，２通りのルートで J（x，t）に変化を
もたすことになる。１つは，xのドリフト係数に応じた連続的で確定的な変化のルート，もう１つ
は，Poisson事象が発生した際の不確定な ug（x，t）分だけの xの変化がもたらす変化のルートであ








































ンプ部分と幾何 Brown運動にしたがう連続部分の混合型，すなわち，混合 Poisson＝幾何 Brown
過程（mixed Poisson and geometric Brownian process）にしたがって変動するものとし，ドリフ
ト項，拡散項，そしてジャンプ項の各係数 a，b，g は確定値をとり，さらに，ジャンプ規模 uも確
＾定値をとるものとする。このとき，混合 Poisson＝幾何 Brown過程は，粗収益分 p≡upに対し
＾＾ ＾ ＾dp＝apdtbpdzgpdq （７８）
＾で表わされる。ただし，p≡upである。
















































で与えられた。ただし，危険調整済み割引率 α，安全収益率 r，収益の期待成長率 u，配当率 δに
対し，α＝uδとなり，したがって，δ＝αuがしたがう。
ここで，より高度な革新技術の到来を待つ待機戦略から現行の最良技術の即採用戦略への転換を
誘う価格の閾値 pが存在するものとし，この pを転換価格（switching price）と呼んでおこう。
転換価格 pにおいて待機戦略から即採用戦略への転換が最適となることは，採用費用 I を負担
しさえすれば即採用戦略の価値 V（p）を取得し得ることを意味する。このとき，待機価値 uγ１J（p）
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